
表 1429　被嚢性腹膜硬化症（EPS）の既往　身長(cm)別 （腹膜透析の経験があるか現在施行している患者）

身長 なし
あり(剥離手術既往あり、
ステロイド使用歴あり）

あり(剥離手術既往あり、
ステロイド使用歴なし）

あり(剥離手術既往なし、
ステロイド使用歴あり）

あり(剥離手術既往なし、
ステロイド使用歴なし）

合計 不明 記載なし 総計

130未満 65 3 1 69 5 74
（％） (94.2) (4.3) (1.4) (100.0)

130～ 25 2 1 28 4 32
（％） (89.3) (7.1) (3.6) (100.0)

135～ 101 5 106 1 13 120
（％） (95.3) (4.7) (100.0)

140～ 351 11 5 4 371 9 64 444
（％） (94.6) (3.0) (1.3) (1.1) (100.0)

145～ 819 42 2 5 5 873 23 133 1,029
（％） (93.8) (4.8) (0.2) (0.6) (0.6) (100.0)

150～ 1,473 75 2 9 5 1,564 33 261 1,858
（％） (94.2) (4.8) (0.1) (0.6) (0.3) (100.0)

155～ 1,840 85 3 8 13 1,949 41 291 2,281
（％） (94.4) (4.4) (0.2) (0.4) (0.7) (100.0)

160～ 2,150 111 2 10 12 2,285 66 403 2,754
（％） (94.1) (4.9) (0.1) (0.4) (0.5) (100.0)

165～ 2,233 83 5 15 12 2,348 58 355 2,761
（％） (95.1) (3.5) (0.2) (0.6) (0.5) (100.0)

170～ 1,579 66 1 7 11 1,664 36 288 1,988
（％） (94.9) (4.0) (0.1) (0.4) (0.7) (100.0)

175～ 645 14 1 3 2 665 10 101 776
（％） (97.0) (2.1) (0.2) (0.5) (0.3) (100.0)

180～ 163 10 173 1 21 195
（％） (94.2) (5.8) (100.0)

185～ 26 26 2 3 31
（％） (100.0) (100.0)

190～ 6 6 1 7
（％） (100.0) (100.0)
合計 11,476 507 16 63 65 12,127 280 1,943 14,350
（％） (94.6) (4.2) (0.1) (0.5) (0.5) (100.0)

記載なし 713 18 5 2 738 24 2,018 2,780
（％） (96.6) (2.4) (0.7) (0.3) (100.0)
総計 12,189 525 16 68 67 12,865 304 3,961 17,130
（％） (94.7) (4.1) (0.1) (0.5) (0.5) (100.0)
平均 161.01 160.22 160.63 159.16 160.57 160.98 161.11 161.07 160.98

標準偏差 10.72 9.58 8.02 10.05 9.97 10.57 8.81 10.24 10.57

数値下のかっこ内は行方向の合計に対する％です。
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